
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3014 

令和５年度 工業科（メカトロニクス系・ロボット工学専科） 

 

教科 工業 科目 
制御システム実習 

（制御Ⅱ） 

単位

数 
６単位 年次 ２年次 

使用教科書 本校独自の教材 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

制御Ⅱでは、リレーを用いたシーケンス制御の基礎知識を理解する。実際に基本的な回路を組み、

動作を確認することによって、シーケンス制御に対する基礎的な力を身につける。 

 

 

２ 学習の到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の発展を

担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）リレーシーケンス制御に関する基礎的・基本的な知識と技術を実際の作業に即して総合的に理解

するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

（2）リレーシーケンス制御に関する基礎的・基本的な知識と技術に関する課題を発見し，工業に携わ

る者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）リレーシーケンス制御に関する基礎的・基本的な知識と技術の向上を目指して自ら学び，工業の

発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

シーケンス制御に関する基礎

的・基本的な技術を身に付け，

ものづくりを合理的に計画

し、その技術を適切に活用し

ている。 

シーケンス制御に関する諸課

題の解決をめざして思考を深

め、基礎的・基本的な知識と技

術を基に、技術者として適切に

判断し、表現する創造的な能力

を身に付けている。 

シーケンス制御に対して興

味・関心を持ち，その改善・向

上をめざして主体的に取り組

むとともに，実践的な態度を身

に付けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前 

期 

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎 

１．シーケンス制御の基礎 

（有接点・リレー） 

(1)基本事項 

各種スイッチ・リレー 

(2)論理回路 

(3)自己保持回路 

(4)タイマー 

(5)優先回路 

(6)インターロック回路 

(7)点滅回路 

 

a: シーケンス制御に関する基礎的・

基本的な技術を身に付け、現代社会に

おけるシーケンスの意義や役割を理

解している。 

b:シーケンス制御に関する基礎的・基

本的な技術を身に付けるとともに、手

順を合理的に計画することができる。 

ｃ: シーケンス制御に対して興味・関

心を持ち，その技術向上をめざして意

欲的に取り組んでいる。また、教員、

グループ員に適時、的確に状況を報告

し、安全に作業を進めることができ

る。 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

観察 

 

 

 

 
 

 

後 

期 

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
応
用 

２．シーケンス制御の応用 

（PLC・ラダー図） 

(1)PLC の基本操作 

(2)自己保持回路 

(3)タイマー 

(4)カウンタ 

(5)フリッカ 

a: シーケンス制御に関する基礎的・

基本的な技術を身に付けるとともに、

手順を合理的に計画することができ

る。 

b: シーケンス制御に関する問題解決

に向け、条件設定する能力が身に付い

ている。 

c: シーケンス制御に対して興味・関

心を持ち，その技術向上をめざして意

欲的に取り組んでいる。また、教員、

グループ員に適時、的確に状況を報告

し、安全に作業を進めることができ

る。 

 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

観察 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

観察 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


